
見T長官北海道色丹島南東沖の地震

門 脇 関 郎

昭和 14年 12月 16日 19時 47分頃北海道色丹島の南東沖合にかなり

の規模の地震が起!J:'北海道の南東部y東北地方の東部及び関東地方の北東部に

ご及ぶ虞範園に亙り有感で根室では中震程度であった.震度分布及び震度は第 1

圏及び第 1表に示す 。。

集 1 表震度表

震度:ー 中震根室，計羅武威燈墓

弱震網走，釘j路，帯漬，浦河

軽震函館，青森，八戸，宮古，盛岡，

水津，

織震森，踊島，水戸，柿岡，筑披山，

宇都宮，裏山岬燈墓

此の地震の震央は本邦の北東端にあるため精確

に決定するととが困難であるが後震時及び初期微

動時聞に依り走時曲線及び、初動を参考にして求め

ると東径 147.02北緯 43.01となる.第 2園に
ρ 

等稜震時線を示す.

第 2表の観測表は大鰻気象要覧によったが筆

者が直接記象紙より譲取ったものもかえ主りある・

集 1園 震 度 分 布

、

各地の地震計記象には、表面波が殆ε出現してゐないので震源の深さが梢深刊

ととが知れ石.第 2表により P波， P--s， P---scsの走時曲線を重き夫々

第 3園F 第 4園及び第 5園に示す.之等の走時の賓測値を示す賄は割合に

バラツイてゐるがF 之は震央の決定の悪い1tで、は主主いと思はれる.震央を此の

外に二，三候定じて走時曲線を重いたが上園よりも良い結果を示すものは得ら

れ友かった.

ぐり 気象要覧ぐ昭和14年 12月〉では，東経 147.02，北緯 43.07と決定されてゐる.
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策 1表観測表

地 名 L1(km) P+l叫 P--8 P-f3cS 備 考

47 H iE  'Dl a 

根 室 13汚 02.5 18.2 P(N +7.1μ， E+173.0μZ-164.8吋

札 ， 幌 482 44.5 45.6 、P(N0， E+35.2μZ-39.2μ) 

八 戸 511 54.4 55.1 一
盛 岡 635 :48 03.? 1 02.6 一
忍k 回 702 16.1 1 07.4 一 一
イ山 墓 754 17.7 1 17.9 ---

町扇 島 825， . 27.2 1 25.5 
、柿 岡 971 44.2 1 39.8 一
前 橋 1017 52.2 1 48.6 

東 京 1041 55.2 1 24.4 一ロ，
長 野 1067 57.2 146.1 

輪 島 1075 あ 01.6 1 46.8 〈ミ 一
富 山 1110 06.9 1 48.4 

宮 時 1110 06.8 1 53.7 

e 一-一 島 1136 08.9 1 46.4 12 58.7 8cS(N +9.5μE勺

甲 府 07.6 1 45.2 12 59.7 一 、

名古屋 18:5 2 057 12 53.2 ScS(N+6.4μE-"-1.9μ) 

八 丈 島 1~82 29.2 2 06.4 

亀 山 1303 27.8 2 14.9 12 47.7 8cS(N +1.0日E自)

豊 岡 1351 34.4・ 2 13.3 12 38.1、 scS(N+1.5EE1LL125553nmi45428 s 

大 阪 1377 39.4 2 13.7 

市申 戸 1397 40.5 2 J8.6 12 30.0 

潮 由甲 1464 4~.8 2 29.6 12 24.9 

演 田 1592 50 09.4 234.0 

松 ~1J 1623 06.5 240.3 12 10.9 
情。水 1718 15.6 3 04.4 12 05.0 

大 丘I~ 1720 19.6 3 04.2 12 02.1 

目碕、 岡 1786 27.7 314.2 11 52.4 
父づ 島 18，13 33，6 2 59.7 

g 崎 1860
l 37.4 3 20.1 11 49.2 

矢久島 2040 54.7 。3'33.3 11 42.4 

大 蓮， 2187 51 04.9 3 36.2 11 25.9 

名 瀬 12287 19.7 3 53.5 11 19.1 

宮古島 2852 52 29.3 4 39.2 

墓 北 3082 41.5 4 41.6 

花蓮港 3163 45 

蓋 東 3293 44.5 一
島

註 P.8cSは夫々初動の振幅を示す.
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8cS (N+5.7 E日)

声cS(N + 3.8 ER) 
o，

LLL 12 
54n107.R4 
日5m50.84 

8cS (N +2.9 E日)L55m OJR 

8cS (N +2.9 ES) L 55m 20.83 

ScS (N O. E-.) L 54m 59.s1 

8cS (N + 1.2 ES) L 55m 13.日5

一
ScS (N +6.0 E 0) 

一
ScS (N +0.7 E 0) 

SCS (N 0 E-2.5) 

一
一
一
一 コ

ず
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策、 2 園等護震時総

集 3 園 P被走時時有線
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脅さ 4' 閏 P--$定時曲線.

4 

内

J

P
-
i
t
S
 
↑ 

1
m 

策 5 国 P--ScSの走時曲線
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(1)第 3闘には震央距離

が 120粁部和議y 鷺坂，
益田三氏の走時表により 9

o 1500粁以上の所は和蓮，盆

田爾氏の走時表に依り I王=

80 kmの P波走時曲線を比

較して示した.之より震源の

深さを求めると 80粁乃至

100粁と決定される.

(2)第タ固には 1500粁

迄は鷺坂，竹花爾氏の走時表

に依り， 1500粁以上の所で

仰 は和達y 益団長の走時表に依

り H=80k~n，及び 120 k凶の p""，s走時曲線を比較して重いた.之より震

(1) G.M~ Vol. V1I .96-99. 

よぐ3) 験震時報集 8巷 149-161

(2)l4，) G.M. Vo1. VH 269:......290. 
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源の深さは 100粁と求まる. 。

(3) 第 4固には気象常用実にある P--Scsの H=50km，及び 100km

、の走時曲線を北較して重いた.之より震源の深さは 80粁と求まる.

P波及び P--Sの走時よりの震源の深さの決定は震央附近に観測所が無い

ため相営の誤差がある6で P--ScSの走時に重きを置き震源の深さを 80粁

と決定する.

震源に於ける稜震時は 1500粁以内の観測所に就いて和達氏等の走時表によ

りE二80kmの P波勾震源 Ohに於ける各観測所の震央距離に霊まする走時を

求め，夫々其の護震時より差引いてたもの L平均として 19時 46分 40秒 6

となる.従って震央の稜震時は 19時 46分 52秒7となる.

ヨたに震源の議震時が 19時 46分 40秒 6で H=80kmの走時曲線と各地

のを受震時との遅速を求め第 6固に示す. (十〉。は褒震時が走時曲線の上方にあ。

るもので， (一〉は下方にあるものである.圏中斜線はぐー〉の部分に重いた

策 6 国 p波，走時の遅速
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ぐわ気象常用表 150頁
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此の部分13Pち護震時が計算より早い地域は大韓異常震域の地域と一致して居る

ことが注目される.此の場合には震央の決定が飴り精確で左いので是以上の調

査を行は友かった.

P波の初動は根室と札幌では明瞭に譲取る事が出来たが他では非常に小さ

集 7 園 S8波の初動

+--r:!' 

、く殆E讃取る事が出来な

かったので稜震機構の調

査を行ふ事が出来友かっ

た本州が P波の初動

の小さい所から見て一つ

の節線が本リ十|に沿うて遇、

ってゐるのではないかと

考へられる.

SoS波の振幅も --l般に

小さいが初動を第7闘に

示す.殆ん左大部分が北

結線は概略の大きさを示す 、 の成分のみに現れ東の成

分には殆E表はれてゐなかった.

記象型を見ると異常震域に属する地域では短週期の振動が卓越して居るがF

中園，四園及び九州方面で、は車弦曲線に近い簡単友振動を示して居る事が特に

.注意を引いた

修りに臨み種々御指導下さった本多先生，鷺坂先生立立に製園に御手停ひ下さ

った高見良枝嬢に厚く御躍申し上げます.

〈昭和 16年 2月 18日〉
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